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舞
鶴
市
Ｓ
Ｃ
は
、「
令
和
５
年
度
安
全

就
業
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
事
故
件
数
は
、
令
和
３

年
度
で
13
件
、
令
和
４
年
度
で
15
件
と

な
っ
て
お
り
、
物
損
事
故
は
こ
の
数
年
、

10
件
未
満
を
維
持
し
て
い
る
。

　
井
上
隆
一
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
は

「
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
会
員
全
員
に
共
有
す
る

と
、『
も
う
事
故
は
起
こ
さ
な
い
』
と
意

欲
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

語
る
。
受
賞
理
由
に
つ
い
て
は
、「
事
故

が
減
っ
た
感
覚
は
な
か
っ
た
の
で
、
件

数
で
は
な
く
、
被
害
や
け
が
が
比
較
的

軽
か
っ
た
点
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
推
測
す
る
。
特
に

こ
の
数
年
、
飛
び
石
に
よ
る
事
故
は
数

件
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度

は
４
件
、
令
和
４
年
度
は
３
件
と
な
っ

て
い
る
。

安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
の

活
動

　
舞
鶴
市
Ｓ
Ｃ
は
、
会
員
の
安
全
意
識

の
向
上
と
事
故
防
止
を
目
的
に
、安
全・

適
正
就
業
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
い

る
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
井
上
事
務
局

長
と
奥
本
訓
也
事
業
課
課
長
、
理
事
２

人
、
草
刈
り
・
除
草
、
剪
定
、
清
掃
等

の
職
群
の
会
員
７
人
の
計
11
人
。
任
期

を
２
年
と
し
、
年
４
回
定
例
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。

　
同
委
員
会
の
取
り
組
み
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

●
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
毎
年
５
～
９
月
に
実
施
し
て
、
服
装

や
保
護
具
の
装
着
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
。
草
刈
り
作
業
現
場
で
は
飛

び
石
防
止
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
、
不
備
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
口
頭
で
改
善
を
指
導
。
パ

ト
ロ
ー
ル
先
は
、
主
に
草
刈
り
や
植
木

剪
定
の
現
場
だ
が
、
粗
大
ご
み
や
不
燃

ご
み
を
処
理
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

や
、
市
か
ら
管
理
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

都
市
公
園
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
後
は
、
状
況
報
告
を
行

う
と
と
も
に
改
善
点
を
取
り
ま
と
め
て
、

関
係
会
員
と
共
有
し
て
い
る
。

●
事
故
調
査
委
員
会
の
設
置

　
事
故
発
生
時
は
、
す
ぐ
に
安
全
・
適

正
就
業
対
策
委
員
会
委
員
長
が
同
委
員
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　舞鶴市ＳＣは、「令和 ５年度安全就業シルバー人材センタ
ー優秀賞」を受賞した。センターは各種講習会等の実施に
加えて、事故発生時には毎月発行している会員広報誌で報
告。また、同誌では安全・適正就業対策委員会のメンバー
や事務局長が安全をテーマに執筆し、安全意識の啓発を図
っている。こうした地道な取り組みにより、会員に安全意
識が浸透し、特に飛び石による事故が低減した。

安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
を

中
心
に
、
安
全
講
習
会
等
を
実
施

公
益
社
団
法
人

舞
鶴
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
京
都
府
）
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会
の
メ
ン
バ
ー
を
招
集
し
て
事
故
調
査

委
員
会
を
開
催
す
る
。
こ
の
取
り
組
み

は
「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
多
く
す
る
よ
り
も
、

事
故
発
生
時
に
集
ま
っ
て
検
証
し
た
ほ

う
が
効
果
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
か
ら

約
10
年
前
に
始
ま
っ
た
。

　
事
故
調
査
委
員
会
は
、
事
故
を
起
こ

し
た
当
事
者
と
一
緒
に
現
場
を
検
証
し

て
事
故
原
因
を
分
析
し
、
防
止
策
を
検

討
す
る
。
そ
の
後
、
関
係
会
員
に
具
体

的
な
防
止
策
を
周
知
し
て
再
発
防
止
を

図
る
。

　
虫
刺
さ
れ
な
ど
の
軽
微
な
事
故
の
場

合
は
、
招
集
し
な
い
こ
と
が
多
い
。

●
講
習
会
の
実
施
等

〈
草
刈
り
（
機
械
刈
り
）
技
能
・
安
全

講
習
会
〉

　
セ
ン
タ
ー
独
自
で
開
催
。
受
講
者
は
、

初
心
者
お
よ
び
除
草
班
に
入
ら
ず
個
人

で
除
草
作
業
を
し
て
い
る
会
員
の
中
か

ら
、
事
務
局
が
毎
回
10
人
程
度
選
出
し

て
い
る
。

　
講
習
は
、
事
故
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
事
故
防
止
策
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
と

い
っ
た
安
全
対
策
に
特
化
し
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
技
能
指
導
は
行
っ
て
い

な
い
。

　
令
和
６
年
度
は
令
和
６
年
４
月
５
日
、

「
ま
な
び
あ
む
」
で
実
施
。
セ
ン
タ
ー

職
員
が
講
師
を
務
め
た
。

〈
剪
定
講
習
会
〉

　
セ
ン
タ
ー
独
自
で
開
催
。
元
庭
師
の

会
員
が
講
師
を
務
め
、
技
術
指
導
を
中

心
に
講
習
す
る
。
受
講
者
は
剪
定
初
心

者
10
～
15
人
。
会
員
広
報
誌
「
シ
ル
バ

ー
ま
い
づ
る
」
で
も
公
募
す
る
。
令
和

６
年
度
は
令
和
６
年
４
月
５
日
に
「
ま

な
び
あ
む
」
で
実
施
さ
れ
た
。

〈
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
〉

　
刈
り
払
い
機
を
正
し
く
取
り
扱
う
た

め
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
安
全

技
能
講
習
会
。
セ
ン
タ
ー
が
受
講
費
用

を
負
担
し
、
毎
年
４
～
５
人
が
受
講
し

て
い
る
。

　
受
講
後
に
発
行
さ
れ
る
修
了
証
は
、

刈
り
払
い
機
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
正

し
い
知
識
や
技
術
を
有
し
て
い
る
こ
と

の
証
明
に
な
る
。

　
令
和
６
年
度
は
令
和
６
年
４
月
14
日
、

志
摩
機
械
株
式
会
社
教
習
所
北
近
畿
教

習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
機
械
刈
り
除

草
会
員
６
人
が
参
加
し
た
。

草
刈
り
（
機
械
刈
り
）
技
能
・
安
全
講
習
会

は
毎
年
、
舞
鶴
市
Ｓ
Ｃ
が
独
自
で
開
催
し
て

い
る

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
屋
外
就
業
現
場
を
中
心
に
巡
回
し
て
、
服
装
や
保
護
具
の
装
着
の
有
無
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
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〈
交
通
安
全
講
習
会
〉

　
認
知
機
能
低
下
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
を
目
的
に
、
警
察
署
の
協
力
を
得
て

セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
内
容
は
、
反
射
神

経
を
養
う
運
動
や
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
見

な
が
ら
の
運
転
、
自
転
車
の
実
技
な
ど
。

不
定
期
で
開
催
し
て
お
り
、
直
近
で
は

令
和
５
年
12
月
８
日
、
舞
鶴
市
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
行
い
、
約

40
人
が
参
加
し
た
。

●�

会
員
広
報
誌「
シ
ル
バ
ー
ま
い
づ
る
」

の
活
用

　
月
刊
の
会
員
広
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
ま

い
づ
る
」
で
は
、
発
生
し
た
事
故
の
内

容
と
そ
の
原
因
・
対
策
を
報
告
し
て
い

る
。
ま
た
、「
安
全
委
員
よ
り
一
言
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
安
全
・
適
正
就
業
対

策
委
員
会
委
員
が
順
番
に
、
安
全
を
テ

ー
マ
に
執
筆
。
井
上
事
務
局
長
も
表
紙

の
シ
リ
ー
ズ
記
事
「
安
全
就
業
『
事
故

ゼ
ロ
』
を
目
指
そ
う
！
」
を
担
当
し
、

安
全
意
識
の
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

　
奥
本
課
長
は
、「
毎
月
発
行
し
て
い
る

の
で
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
で

き
る
」
と
会
員
広
報
誌
で
事
故
を
報
告

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。
井
上
事
務
局

長
も
、「
会
員
は
、
事
故
を
起
こ
す
と
広

報
誌
に
載
っ
て
し
ま
う
と
い
う
緊
張
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
月
、
安
全

に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

会
員
の
安
全
意
識
も
自
然
と
高
く
な
る

よ
う
で
す
」
と
効
果
を
感
じ
て
い
る
。

●�

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
へ
の 

参
加

　
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
の
委

員
は
、
他
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
知
り
安

全
に
関
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
、
京
都
府
Ｓ
Ｃ
連
合
会
主
催

の
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
に
参
加

し
て
い
る
。「
舞
鶴
市
か
ら
京
都
市
内
へ

行
く
に
は
費
用
も
労
力
も
か
か
り
ま
す

が
、
委
員
同
士
が
交
流
を
深
め
、
団
結

力
を
強
め
る
の
に
い
い
機
会
で
す
。
ま

た
、
積
極
的
に
動
い
て
も
ら
う
た
め
に

も
こ
う
し
た
機
会
は
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
奥
本
課
長
は
言
う
。

●
安
全
標
語
の
募
集

　
安
全
標
語
は「
シ
ル
バ
ー
ま
い
づ
る
」

４
月
号
で
募
集
す
る
。
毎
年
３
～
４
作

品
を
選
出
し
、
特
選
の
作
品
は
事
務
所

内
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
京
都
府
Ｓ
Ｃ
連

合
会
の
安
全
標
語
募
集
に
推
薦
し
、「
シ

ル
バ
ー
ま
い
づ
る
」
で
も
紹
介
す
る
。

令
和
５
年
度
は
50
作
品
が
集
ま
り
、
中

澤
康
さ
ん
の
「
気
配
り
・
目
配
り
・
確

認
で　
摘
ん
で
し
ま
お
う　
危
険
の
芽
」

が
特
選
に
選
ば
れ
た
。

安
全
確
認
と
安
全
就
業
体
制

　
新
規
受
注
の
際
、
現
場
確
認
は
基
本

的
に
会
員
が
行
う
が
、
職
種
に
よ
っ
て

は
職
員
が
行
う
。
現
場
確
認
後
、
会
員

や
職
員
が
危
険
と
判
断
し
た
仕
事
は
受

け
て
い
な
い
。
ま
た
、
高
さ
４
ｍ
以
上

お
よ
び
２
階
建
て
家
屋
の
大
屋
根
で
の

作
業
の
依
頼
は
事
務
局
で
断
り
、
会
員

の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
安
全
に
就
業
す
る
た
め
に

は
、
会
員
自
身
が
安
全
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
作
業
を

面
倒
に
感
じ
て
い
る
会
員
は
少
な
く
な

い
。
事
務
局
は
、
そ
の
意
識
を
変
え
る

た
め
に
会
員
と
相
談
し
て
契
約
金
額
の

見
積
も
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
井
上
事
務
局
長
は
、「
配
分
金
が
少
な

い
と
安
全
対
策
が
甘
く
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
事
故
を
防
止
す
る
に
は
ど
の

程
度
の
対
策
が
必
要
か
、
そ
れ
に
見
合

う
見
積
額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
を
話
し
合

っ
て
決
め
れ
ば
、
面
倒
が
ら
ず
に
対
策

を
講
じ
て
く
れ
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で

す
」
と
説
明
す
る
。

　
近
年
は
、
熱
中
症
防
止
を
目
的
に
発

注
者
の
理
解
を
得
て
、
８
月
の
墓
掃
除

や
草
刈
り
と
い
っ
た
屋
外
作
業
を
減
ら

し
て
い
る
。

　
受
注
時
は
、
職
員
が
「
適
正
な
受
託

と
就
業
の
た
め
の
自
主
点
検
表
」
で
契

約
書
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。ま
た
、請
負
・

委
任
事
業
と
労
働
者
派
遣
事
業
の
区
分

を
明
確
に
し
て
適
正
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
会
員
は
、
就
業
前
後
に
「
安

全
就
業
確
認
書
」
を
用
い
て
注
意
事
項

を
確
認
。
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
報

告
も
同
書
で
行
う
。

　
事
務
局
は
、
保
護
帽
と
安
全
ベ
ス
ト

を
ま
と
め
て
購
入
し
て
会
員
に
安
価
で

提
供
。
機
械
刈
り
除
草
作
業
を
行
う
会

員
に
は
、
飛
び
石
防
止
ネ
ッ
ト
を
貸
与

し
て
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。
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ま
た
、
除
草
班
の
安
全
就
業
を
推
進

す
る
た
め
に
、
各
班
は
安
全
推
進
員
を

任
命
し
、
安
全
推
進
員
は
貸
与
さ
れ
た

腕
章
の
装
着
を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

除
草
班
の
安
全
対
策
を

他
の
職
群
に
も
展
開

　
セ
ン
タ
ー
の
安
全
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
た
こ
と
、

今
回
の
受
賞
を
受
け
て
会
員
の
安
全
意

識
が
よ
り
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

５
年
度
の
事
故
件
数
は
、
傷
害
事
故
７

件
、
物
損
事
故
２
件
と
、
令
和
３
～
４

年
度
と
比
べ
て
減
少
し
た
。
こ
の
う
ち

飛
び
石
に
よ
る
事
故
は
１
件
に
ま
で
減

ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
井
上
事
務
局
長

は
「
飛
び
石
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
た
か
っ

た
の
で
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
」
と
悔
や

む
。
だ
が
、
10
年
ほ
ど
前
に
は
予
想
で

き
な
か
っ
た
ほ
ど
事
故
件
数
は
激
減
し

て
い
る
と
い
う
。

　
令
和
６
年
度
も
随
時
、
効
果
的
な
安

全
対
策
を
取
り
入
れ
て
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
す
。
そ
の
上
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、

除
草
班
の
安
全
対
策
だ
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
、
機
械
刈
り
除
草
作

業
を
個
人
で
請
け
負
う
会
員
の
ほ
か
に
、

公
園
な
ど
の
広
い
現
場
を
複
数
名
で
請

け
負
う
除
草
班
が
あ
る
が
、
除
草
班
で

は
自
発
的
に
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る

と
い
う
。「
除
草
班
に
見
積
も
り
に
つ
い

て
相
談
す
る
と
、
こ
ち
ら
が
驚
く
ほ
ど

安
全
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
そ
れ
が
班
全
体
に
浸
透
し

て
い
て
、
保
護
帽
な
ど
の
保
護
具
の
装

着
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
し
て
安
全
意
識
を
高
め
た
り

事
故
防
止
に
努
め
た
り
し
て
い
る
の
か

を
聞
き
取
り
、
そ
の
や
り
方
を
他
の
職

群
に
も
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
井
上
事
務
局
長
は
方
針
を

語
っ
た
。

�

（
井
本
旬
子
）

安全標語の特選作品は事務所に掲示している

舞
鶴
市
Ｓ
Ｃ
で
は
毎
年
、
安
全
標
語
を
募
集

し
、
３
～
４
作
品
を
選
出
し
て
い
る

事業運営状況� （平成30年度～令和 4年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成30 509 282 791 2.6 702
（72,661） 88.7 4,675 363,366 46.8/53.2

令和元 486 281 767 2.5 701
（73,016） 91.4 4,995 380,299 46.0/54.0

2 479 265 744 2.5 683
（69,573） 91.8 4,890 363,479 48.0/52.0

3 437 256 693 2.3 648
（71,201） 93.5 4,773 367,855 48.6/51.4

4 436 245 681 2.3 625
（73,531） 91.8 4,709 381,779 50.1/49.9

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


